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【課　題】� 地域振興
【主　体】� 高知県�四万十川
【連絡先】� 高知県�高知県林業振興・環境部
� 環境共生課�四万十川・清流担当
　030701@ken.pref.kochi.lg.jp

高知県
愛媛県

　

高
知
県
西
部
を
流
れ
る
四
万
十
川
は
、

そ
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
「
清
流
」、
さ

ら
に
「
昔
な
が
ら
の
農
山
村
の
風
景
」
が

残
さ
れ
て
い
る
川
で
す
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
昭
和
50
年
代
に
四
万
十

川
ブ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
あ
り
、

四
万
十
川
を
訪
れ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
地
域
経
済
の
発
展
に
伴

う
生
活
様
式
の
変
化
等
も
あ
り
、「
四
万
十

川
ら
し
さ
」
を
感
じ
る
た
め
に
最
も
重
要

で
あ
る
、
自
然
環
境
や
景
観
の
悪
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

主
役
は
流
域
住
民

　

高
知
県
で
は
、
四
万
十
川
ら
し
さ
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
２
０
０
１
年
に

「
高
知
県
四
万
十
川
の
保
全
及
び
流
域
の

振
興
に
関
す
る
基
本
条
例
（
四
万
十
川
条

例
）」
を
制
定
し
ま
し
た
。
条
例
制
定
以
降
、

四
万
十
川
の
生
態
系
と
景
観
の
一
体
的
な
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四万十川流域（高知県）

「最後の清流」とともにくらす
流域住民の手による地域の振興

安全で楽しい川遊びを普及するために、流域の小中学校を中心に着衣泳などの安全教育を行なう「四万十川ガキ育成事業」の風景
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●❹

保
全
を
目
的
に
、
環
境
配
慮
の
指
針
策
定

や
保
全
重
点
地
域
の
指
定
等
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
一
方
、
地
域
の
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
活
力
低
下
や
森
林
荒
廃
へ
の
対
応

な
ど
、
地
域
の
「
振
興
」
が
課
題
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、「
四
万
十
川

の
清
流
と
人
々
の
暮
ら
し
が
織
り
な
す

持
続
可
能
な
流
域
社
会
を
め
ざ
す
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
「
四
万
十
川

流
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
策
定
時
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
流
域
住
民
の
意
見

を
幅
広
く
取
り
入
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、「
住
民
」
が
主
体
と
な
っ
て
「
事
業
者
」

「
行
政
」
と
連
携
・
協
働
し
て
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
取
組
を
通
じ
て

四
万
十
川
ら
し
さ
や
四
万
十
川
を
中
心
と

し
た
生
活
が
後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

流
域
の
魅
力
を
い
か
し
た
取
組

　

２
０
０
９
年

に
は
、
四
万
十

川
流
域
の
景

観
が
国
の
重

要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
文

化
的
景
観
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
作
成
さ
れ
、
景
観
の
保
全
と

活
用
の
活
発
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

取
組
の
一
つ
の
例
に
、「
学
生
キ
ャ
ン

プ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
か
ら

の
大
学
生
の
参
加
者
が
、
地
元
住
民
と
の

ふ
れ
あ
い
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
四
万
十
川
流
域
の
活
性
化
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
を
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
の
振
興
と
地
域
間
交
流
を

推
進
す
る
た
め
に
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で

の
30
以
上
の
農
家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
に
よ
る
「
四
万
十
川
す
み
ず
み
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
民
宿
・
レ
ス

ト
ラ
ン
を
紹
介
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
や
、「
道
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
観
光

客
の
声
に
応
え
る
四
万
十
川
す
み
ず
み
Ｍ

Ａ
Ｐ
の
作
成
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
観
光
客
に
四
万
十
川
流
域
を
す
み
ず

み
ま
で
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
広

範
囲
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
農
家
民
宿
を
始
め
る
方

に
対
す
る
お
客
様
の
迎
え
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
上
流
域
と
下
流
域
で
提
供
さ
れ
て

い
る
食
の
相
互
体
験
な
ど
、
観
光
を
活
発

化
す
る
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

四
万
十
川
で
地
域
を
つ
な
げ
る

❹四万十川すみずみツーリズムで行なわ
れている参加者の交流イベント　❺学
生キャンプでのフィールドワークの状況　
❻❼共生モデル地区に指定された黒尊川
流域と大正中津川地区の景観

●❻

●❼

●❺

●❶
❶国の重要文化的景観に選定された風景の一例　❷「四万十川流域の文化的景観」
ロゴマーク　❸四万十川流域６次産業化の成功例「栗の再生プロジェクト」。栗の生
産から加工・商品化、流通・販売を行う

●❷

●❸
四万十ブランド

「しまんと地栗　渋皮煮」
四万十栗の加工 四万十栗の生産
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行
政
主
導
か
ら

住
民
主
導
へ

「鍵」
その1

　

　

行
政
と
民
間
団
体
・
住
民
の
取
組
を
つ

な
ぐ
機
能
を
持
つ
組
織
と
し
て
「
（
公
財
）

四
万
十
川
財
団
」
を
２
０
０
０
年
に
設
立

し
ま
し
た
。
財
団
で
は
、
文
化
的
景
観
推

進
事
業
や
四
万
十
川
ガ
キ
育
成
事
業
等
の

取
組
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
学

習
の
支
援
や
清
掃
活
動
等
の
住
民
、
民
間

団
体
が
行
う
活
動
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
財
団
は
、
高
知
県
と
四
万
十
川
流

域
5
市
町
が
共
同
で
出
資
し
て
設
立
し
た

組
織
で
す
。
立
ち
上
げ
た
当
初
は
、
高
知

県
等
か
ら
の
出
向
職
員
で
運
営
し
て
い
ま

し
た
が
、
民
間
団
体
の
取
組
を
積
極
的
に

推
進
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に
、
行
政
主
導

か
ら
住
民
主
導
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
住

民
公
募
の
職
員
を
徐
々
に
増
や
し
、
現
在

は
住
民
の
職
員
の
み
で
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
行
政
は
、
資
金
面
の
サ
ポ
ー
ト
等

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る

住
民
主
導
の
事
業
展
開
を
目
指
し
て
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。

川
と
と
も
に

―
人
と
自
然
の
共
生

「鍵」
その2

　

四
万
十
川
流
域
に
お
い
て
優
れ
た
水
質

や
動
植
物
の
多
様
性
、
良
好
な
景
観
を
有

し
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
地
域
を
「
共

生
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
、
住
民
組
織

主
導
で
保
全
と
振
興
を
推
進
す
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
共
生
モ
デ
ル
地
区
に
は
、
現
在

四
万
十
市
黒
尊
川
流
域
と
四
万
十
町
大
正

中
津
川
地
区
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
両
地

区
と
も
透
明
度
が
高
い
水
質
を
誇
り
、
清

流
と
天
然
林
に
囲
ま
れ
た
渓
谷
と
昔
な
が

ら
の
農
山
村
の
景
観
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
景
観
は
、
国
の
「
重
要
文
化
的

景
観
」
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

と
地
域
振
興
の
活
動
を
住
民
組
織
が
協
働

で
話
し
合
う
会
議
を
立
ち
上
げ
、
地
元
住

民
が
中
心
と
な
っ
て
水
辺
林
の
間
伐
と
間

伐
林
を
利
用
し
た
も
の
づ
く
り
を
行
う
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
料
理

を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域

の
振
興
と
自
然
と
の
共
生
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

四
万
十
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

「鍵」
その3

　

四
万
十
川
流
域
で
は
、
産
業
の
振
興
を

図
る
目
的
で
「
６
次
産
業
化
」
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
６
次
産
業
化
」
と
は
１
次

産
業
の
農
林
漁
業
と
、
２
次
産
業
の
加
工

業
、
３
次
産
業
の
販
売
業
ま
で
の
全
て
を

地
域
の
手
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
資

源
の
付
加
価
値
を
高
め
る
も
の
で
す
。

　

四
万
十
川
流
域
に
お
け
る
６
次
産
業

化
の
成
功
事
例
と
し
て
「
栗
の
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
四
万
十
川
流

域
は
古
く
か
ら
栗
の
産
地
と
し
て
栄
え
、

普
通
の
栗
と
比
べ
て
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、

糖
度
が
高
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
出
荷
を
す
れ
ば
他
地
区

の
栗
と
混
ぜ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

ら
加
工
・
流
通
・
販
売
を
行
い
、
四
万
十

栗
の
良
さ
を
発
信
す
る
こ
と
で
差
別
化
を

図
り
、「
四
万
十
の
栗
」
の
名
前
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
生
産
者
に
利
益

が
還
元
さ
れ
、
流
域
が
潤
う
効
果
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」
住　　民

職員として運営

資金面等でサポート

（公財）四万十川財団

高知県・流域市町

四万十川財団の運営体制

Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
土
佐
・
四
万
十
川

�

～
清
流
と
魚
と
人
と
～
」
放
送

1983

「
公
益
財
団
法
人
四
万
十
川
財
団
」
設
立

2000

「
四
万
十
川
条
例
」
制
定（
高
知
県
・
流
域
５
市
町
村
）

2001

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990 1980

四万十川
ブーム

保全の取組
実施

住民の
高齢化

1990 頃〜
水量減少・
水質悪化

保全と振興が
調和した取組

の実施

継続

「
四
万
十
川
流
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定

2010

四
万
十
川
流
域
は
、
１
９
８
０
年
代
の
四
万
十
川
ブ
ー

ム
以
降
、
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
「
四
万
十
川

ら
し
さ
」
が
徐
々
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
財
団

の
設
立
や
四
万
十
川
条
例
の
制
定
、
四
万
十
川
流
域
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
り
、
環
境
保
全
と
地
域
振
興

が
調
和
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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四万十町内外にある自社店舗の売り
はなんですか？�
四万十川の自然にこだわった商品を取り扱
い、特に「しまんと地栗モンブラン」や「し
まんとロール紅茶巻き」など栗やお茶を
使った商品の開発・加工・販売を行ってい
ます。これらの品は、〈ローカル〉〈ローテク〉
〈ローインパクト〉をコンセプトに「四万十
ブランド」として販売しています。
〈ローカル〉とは、四万十川を共有財産に足
元の豊かさ・生き方を考えるネットワーク
を構築することです。
〈ローテク〉とは、農林漁業に生きづく技術
や知恵や第 1次産業にこだわったものづ
くりをすることです。
〈ローインパクト〉とは、四万十川に負荷を
かけない風景を保しながら活用する仕組み
をつくることです。

「四万十ブランド」をつくり上げるた
めにとくに注力されたことは？�
事業を展開するまでの土台づくりが大変で
した。この地域に何があるのか、どんなも
のをつくっているのか、どんな思いがある
のかという調査に３〜５年をかけました。
どこの地域でも掘り返せばその地域の「売
り」は絶対にあります。見つけ方といかし
方、あと売り出し方が重要！

地域を活性化させようという取組の
中で重要なことは？
行政と民間が同じ方向を向いた上で、地域
の人たちが潤い、若い人が後に続いていけ
る仕組みをつくることが重要です。そのた
め地域の方々を積極的に雇用しています。
また、取組はコンセプト・考え方がしっか
りしていないといけない。キーマンとなる
べきモチベーションのある「人」を育てる
こともポイントです。

［四万十ブランドを販売］
株式会社四万十ドラマ 代表取締役

畦
あ ぜ

地
ち

 履
り

正
しょう

さん

 略歴 　株式会社四万十ドラマの代表取締役とし
て「shimanto おちゃくり café」など 3 つの自社
店舗の運営を行いながら、「栗再生プロジェクト」
にも中心メンバーとして関わる。地域資源の生産
現場を保全しながら、活用し、生まれた商品が戻っ
て来る「地元発着型産業」のトップランナー。

Key�
Person

観
光
客
が
１
・
７
倍

　

四
万
十
川
流
域
の
清
流
と
豊
か
な
自
然

を
目
的
に
訪
れ
る
観
光
客
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
四
万
十
市（
旧
中
村
市
）

を
訪
れ
た
観
光
客
は
、２
０
０
２
年
に
比
べ

１
・
７
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国

人
観
光
客
の
増
加
も
目
立
ち
、
２
０
１
６

年
に
四
万
十
市
を
訪
れ
た
方
は
、２
０
１
２

年
に
比
べ
10
倍
も
増
え
て
い
ま
す
。

川
と
人
を
守
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
活
躍

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

客
が
四
万
十
川
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
不
運
な
事
故
や
遊
ん
だ
後
に
ゴ
ミ
を

残
し
て
い
く
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
流
域
で
暮
ら
す
方
々
が
「
四
万
十
リ

バ
ー
マ
ス
タ
ー
」
と
な
り
、
川
遊
び
の
ポ

イ
ン
ト
や
ル
ー
ル
、
危
険
な
場
所
を
教
え

た
り
、
環
境
保
全
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

な
ど
、
自
主
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
か
ら

始
ま
っ
た
こ
の
活
動

は
、
２
０
１
8
年
時
点
で

88
人
の
方
が
登
録
さ
れ
、

四
万
十
川
と
人
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

活動の�
成　果
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四万十川を訪れる観光客数の推移

リバーマスターとしての活動状況
「四万十リバーマスター」

ロゴマーク


